
2.学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

倉岡康治 (課程)

論文題 目 :Neuronalactivityinresponsetoemotional

expressions'intheprimateamygdala(霊長類における

情動を伝える刺激に対する扇桃核ニューロン応答

に関する研究)

京都大学修士 (理学)

石川紅樹

冨論文越目:眼球運動課題遂行中のサル前頭連合野のニュ

ーロン活動

鈴木苅理子

吉Ja文脳目:ニホンザルはどのようにして群れのまとまり

を維持しているか

森正樹

的文は目:針葉樹人工林の多い森林におけるニホンザル

の生息地選択

山口智,ti:L子

論文旭日:実験者の注意方向がニホンザルの発声に与え

る影響

山本共也

的文題目:チンパンジーの社会的知性にかんする実験的

研究- トークン使用場面における利己行動と利他

行肋の分析

張鵬

論文題目:小豆島ニホンザル群の凝集性の高さに関する

比較研究

3.外国人研究員 ･研修員

外国人研究員

SrikanthaSachithanantham (スリランカ民主社会主義共和

国)

受入区分 :人類進化モデル研究センター客員教授

研究課題 :新世界ザル類の日内行動リズムの比較研究

招-い期間 :2005年 4月 1日～2005年6月30日

K血,Heui-Soo(大韓民国)

受入区分 :人類進化モデル研究センター客員助教授 (追

伝子情報分野)

研究課題:霊長類の機能遺伝子に連鎖したHERV構成要

素の比較解析

描-い期間 :2005年7月 1日～2005年9月30日

Suchinda,Malaivijitnond(タイ王国)

受入区分 :人類進化モデル研究センター客員助教授 (形

態進化分野)

研究課題 :インドシナ半島地域に分布するマカクの系統

地理学的研究

招-い期間 :2006年 1月 1日～2006年3月31日

招-い外国人学者 ･外国人共同研究者

Lemasson,Alban(フランス共和国,ラトガ-ズ大学のリ

サーチアソシエイ ト)

受入教員 :正高信男
I

研究内容:ニホンザルとテナガザルの音声コミュニケーヤ
ションに対する社会的影響について

招-い期間 :2004年 11月30日～2005年 8月23日

Jubin,Roman(フランス共和国,ラトガ-ズ大学のリサ

ーチアソシエイ ト)

受入教員 :正高信男

研究内容 :ニホンザルの音声分析について

招-い期間 :2004年 11月30日～2005年 8月23日

KangKyungHwa(大韓民国,Dong-euiUniversity･常勤

講師)

受入教員 :景山節

研究内容 :肥満ニホンザルのレプチン,アディポネクチ

ンとこれらの受容体の遺伝子クローニングおよび

分子進化研究)

招-い期間 :2005年 3月 2日～2006年2月28日

Poti,Patrizia(イタリア共和国,イタリア認知科学工学研
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究所 ･主任研究員)

受入数fl:松沢哲郎

研究内容:チンパンジーを対象とした認知機能の発達に

関する共同研究

描-い期m :2005年 3月25日～2005年4月24日

Humle,Tatyana(アメリカ合衆国,ウィスコンシン大学

･研究員)

受入教員 :松沢哲郎

研究内容 :野生チンパンジーの行動に関する研究

描-い期間 :2005年4月3日～2005年4月 12日

zeller,Am eCatherine(カナダ,ワーテルロー大学 ･助教

授)

受入教員 :MichaelAlanHu蝕1an

研究内容 :マカカ属の物挽作 (石遊び行動を含む)行動

研究

招-い期間 :2005年5月 11日～2005年 5月30日

crast,JessicaL (アメリカ合衆国,ジョージア大学大学

院生)

受入教員 :松沢哲郎

研究内容 :チンパンジー認知研究プロジェク トに参加,

とくに対象操作の比較認知科学的研究

招-い期間 :2005年6月21日～2005年 8月23日

受入教員 :額田穣

研究内容 :植物エス トロゲン (genistein)の血中レベル

動態の生理活性

招-い期間 :2005年 11月 10日～2005年 12月 10日

Ura50pOn,Nontakom (タイ王国.ウボンラチャタ大学 ･

助手)

受入教員 :坊田積

研究内容:骨代謝マーカーの血中 ･尿中レベル動態と骨

密度-の彫響

招へい期間 :2005年 11月 14日～2005年 12月25日

Trisomboon,Hataitip(タイ王国,スリナカリンウイロッ

ト大学 ･講師)

受入教員 :浅岡一雄

研究内容 :HPLCによる植物エス トロジェンのマカクに

おける代謝

描-い期間 :2005年 12月 5日～2005年 12月28日

Granier,NicolasJean-Marie(フランス共和国,認知神経

科学センター ･研究員)

受入教員 :松沢哲郎

研究内容:野生チンパンジーの生態にかんする共同研究

打ち合わせ

描-い期間 :2005年 12月 19日～2006年 1月25日

Leo,NataliePuiLin(オース トラリア連邦,クイーンズラ

ンド大学ボス ･ドク研究者)

受入教員 :景山節

研究内容 :霊長類のシラミと共生細菌,およびシラミに

より感染する細菌の進化史

描-い期間 :2005年7月 1日～2007年6月30日

Aneb･akulvit,Prasit(タイ王国,シルパコルン大学 ･講師)

受入教員 :本郷一美

研究内容:霊長斯研究所所蔵のマカク骨格標本資料の閲

覧と比較研究

招へい期間 :2005年7月 18日～2005年7月30日し

Urasopon,Nontakom (タイ王国,ウボンラチャタニ大学

･助手)

受入教員 :演田穣

研究内容:骨塩丑減少に対する植物エス トロジェンの効

果の検討

描-い期間 :2005年 8月7日～2005年 9月 12日

Kijkuokool,Pisamai(タイ王国,パヤップ大学 ･講師)
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4.日本人研究員 ･研修員

日本学術振興会特別研究員 (pD)

伊藤 (大塚)麻里子

受入教員 :清水慶子

研究題目:内分泌投乱物質が雄マカクザルの精子形成に

及ぼす影響-ヒト精子形成障害モデルの確立

受入期間 :2003年4月 1日～2006年3月31日 (中断期

間 :2003年 10月 1日～2003年 12月31日)

座燭耕一郎

受入教員 :MichaelAlanHufhan

研究題目:野生チンパンジーにおける利他行動の進化

受入期間 :2003年4月 1日～2006年3月31日

鍔本武久

受入教員 :茂原信生

研究摺目:ボンダウン層の嘱乳類化石の記載と東アジア

の新生代前半における噴乳類の進化

受入期間 :2003年4月 1日～2006年2月28日

早川祥子

受入改良 :MichaelAlanHufhan

研究旭日:ニホンザルの群れ間遺伝子交流とその進化

受入期間 :2003年4月 1日～2006年3月31日

半谷古郎

受入教員 :MichaelAlanHu放nan

研究掴目:霊長類の社会構造の進化に環境と系統が与え

る彫響

受入期間 :2003年4月 1日～2006年3月31日

縦紺大輔

受入教員 :三上章允

研究題目:レーザー照射によるサルのVl-LGNフィー ド

バック経路のみの選択的破壊技術の確立

受入期間 :2005年 4月 1日～2006年3月31日

打越万喜子

受入教員 :松沢哲郎

研究題目:思春期テナガザルの異性の歌に対する感受性

一感覚性強化の認知実験-I

受入期間 :2005年4月 1日～2008年3月 31日

川合 (久保)南海子

受入教員 :正高信男

研究題目:加齢にともなう表象の換作能力の変化と脳機

能に関する実験的研究

受入期間 :2005年4月 1日～2008年3月31日

受託研究員

和田晃

受入教員 :中村伸

研究題目:サルモデルでのバイオメディカル研究

受入期間 :2005年4月 1日～2006年 3月31日

研究生

橋本亜井

受入教員 :正高信男

研究題 目:3-6歳の子供の認知発達と言語獲得に関す

る実験データの収集 と分析を行いコミュニケーシ

ョン能力の推移を研究する

受入期間 :2005年4月 1日～2006年 3月31日

非常勤研究員

天野 (早野)あづさ

研究課題 :テナガザル類の種分化 ･亜種分化に関する分

子遺伝学的解析

所属分野 :遺伝子情報分野

研究期間 :字005年4月 1日～2006年3月31日

竹元博幸

研究課題 :霊長類の食物選択における植物の二次代謝成

.分の役割

所属分野 :人類進化モデル研究センター

研究期間 :2005年4月 1日～2006年3月31日

田代靖子

研究課題 :チンパンジー ･ボノボを取り巻く動物群免構

造が類人猿の社会 ･生態の与える影響に関する比

較研究

所属分野 :生態機構分野

研究期間 :2005年4月 1日～2006年3月31日

研修早

船越美穂

研修題 目:中部山岳地帯に生息する野生ニホンザルの生

態

受入教員 :渡過邦夫

研修期間 :2005年4月 1日～2006年3月31日
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特別研究学生

土居裕和

研究摺目:動的情報からの表情認知とその脳内機序

受入数Ll:正捌 言男

受入期間 :2005年4月 1日～2006年 3月 15日

5.研究集会

所内談話会

第 1回 :2005年 5月25日 (水)

Am ezeller (ウオータールー大学)

rInteractionandObjectUseinMaraca/ascL'culan'sJ

第2回 :2005年7月28日 (木)

prasitAuetr血 lvit (シルパコルン大学)

｢オラン･アスリ (タイ南部)による霊長類狩猟の民族

考古学的研究｣
∫

第3回 :2005年 8月24日 (水)

Heui-SooKin (プサン国立大学)

rHERVElementsandBioinformaticsinPrimatesJ

第4回 :2005年 11月 16日 (水)

CaterinaSpiezio(トリエステ国際拓等研究所)

｢ベローナのガルダ動物園におけるチンパンジーとマ

カクの行動研究｣

AlexWeiss(エディンバラ大学)

｢チンパンジーとオランウータンにおける個性の特性

構造とその発達｣

第 5回 :2005年 12'月 12日 (月)

MikeP.Richards(マックス ･ブランク研究所)

rReconstructingPastHumanDietsUsingStableIsotope

Analysis｣

第 6回 :2006年 1月27日 (金)

遠藤秀紀 (京都大学霊長類研究所)

｢遺体科学の提唱｣

第 7回 :2006年 3月 14日 (火)

●Ge唱elyCsibra(ロンドン大学)

｢人間のあかんぼうの知覚と認知のバイアスは,教示学

習のレディネスを反映しているJ

GyorgyGergely(ハンガリー科学アカデミー)

｢模倣学習を超えて :文化伝達の装置としての人間の

｢教育｣｣

第 8回 ･.2006年 3月 24日 (金)_

EvgenyMaschenko(ロシア国立科学アカデミー)

｢ロシアとその周辺地域から見つかっている鮮新世の

化石霊長類:東部アジアにおけるオナガザル上科の

分布について｣
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第 9回 :2006年3月28日 (火)

JonLovett(ヨーク大学)

rGlobalCllmateChangeanditsaffectonAfricaJ

(文責 :遠藤秀紀,橋本千絵)

霊長類学総合ゼ ミナール

日時 :2005年 12月9日10:00-17:00

会場 :京都大学霊長類研究所大会議室

参加者 :約 50名

<口頭発表>

-方法論 :フィール ド観察から実験による行動解析一

描(深谷)もえ /MoeFUKAYA-GO (社会構造分野)

｢GPSを用いた野外調査/FieldworkbyusingGPS｣

*commentator大橋岳/GakuOHASHl(思考言語分野)

松野響 /ToyomiMATStJNO (思考言語分野)

｢あの人 の 閥～ チ ンパ ンジー の閉値 を測 る～/

MeasurementofvisualthresholdinchimpanzeesJ

*commentator伊村知子 /TomokoIMURA (共同利用研

究員(関西学院大学 ･学振特別研究員))

-方法論 :分子レベルから病理モデルの研究一

詑見位 /KenTAKUMI(器官調節分野)

r共悠点疏微鏡 を用いたシナプスの定量的解析/

Quantitativeanalysisofsymapticinputsusingconfocal

microscopy｣

*commentator伊藤麻里子 /MarikoITOH (器官調節分

野 ･学振特別研究員)

光波煎徳 /AtsunoriHIGASHINO (人類進化モデル研究

センター)

r盤長類での疾患関連遺伝子の進化,および組織での発

現 とそ の測 定 系/Primatedisease-related genes:

evolution,expressionintissues?andassayofproteinsJ

*commentatorKyungHwaRANG (人類進化モデル研究

センター ･外国人共同研究者)

ジョン ･アラム /A-RamJEONG (遺伝子情報分野)

｢霊長類の免疫系関連遺伝子発現の定量的比較解析に

おける real-timeRT-PCR の有用性/Theutilityof

rea1-timeRT-PCR forquantitativeanalysesofgene

expressioninprlmateirrmunesystem｣

*commentator撤緒大輔/DaisukeKOKETSU (行動発現

分野 ･学振特別研究員)

<ポスター発表>

林美里 /MisatoHAYASHI(思考言語分野)

｢対面検査 にみ るチ ンパ ンジー乳児 の認知発達/

Cognitivedevelopmentininfantchimpanzeesassessed

byface-to-facetestsJ

木場礼子 /ReikoKOBA (認知学習分野)

｢■ニホンザルにおける視覚刺激を用いた性弁別 :重要な

部位 は どこか/Sexdiscriminationofconspecific

picturesin Japanesemonkeys(Macacafuscata):How

themonkeysaremakingthesejudgments?J

LauraMARTrNEZ (思考言語分野)

｢Chimpanzees(Pantroglodytes)andhumansmatchvoice

to the vocalizer's picture:flrStreSults from an

intermodalidentityrecognitiontask.J

平石博敏 /HirotoshiHIRAISHI(認知学習分野)

｢NIRSを用いた聴取課題遂行時の前頭前野の酸素化-

モグロビン畳変化 /Oxy･Hbchangesinprefrontal

cortexduringlisteningtaskprocesslngmeasuredby

NIRS｣

半田高史 /TakashiHAND A (行動発現分野)

｢視覚的動きを手掛かりとした形態知覚に関する脳内

処理機構の研究～電気生理学的アプローチと薬理効

果による行動学的アプローチ～/Neuronalprocessing

oftheshapefrommotionperception.

An alyses of the neuronal activity and the

pharmacologicaleffecttothebehaviorJ

平井大地 /DaichiHIRAI(行動発現分野)

｢報酬及び嫌悪刺激を予告する視覚手がかり提示期の

サル京桃体および線条体の神経細胞活動解析/

NeuralResponsesor也eMacaqueAmygdalaand

Striatum RelatedtothePredictionofRewardingand

AversiveOutcomes.J

福島美和 /MiwaFUKUSHIMA (認知学習分野)

｢学習困難をもつ生徒のリテラシーに関する系統的評

価/Assessmentaboutliteracyf♭rchil血enwi血leaming

difficultJ

佐藤義明 /YoshiakiSArO (思考言語分野)

｢飼育下チンパンジーにおける道具使用行動の渡得/
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Acquisition or tool use behaviors in captive

chimpanzees(Pantroglodytes)｣

川合静 /shizukaKAWAI(先田近伝分野)

｢ニホンザルのミ■トコン ドリア迫伝子の全塩基配列の

解訊/sequencingormitochondrialDNAgenomeof

Macaca/uscataJ

神田恵 /MegumiKANDA (社会生態)

r歪長類の社会交渉における個体の行動戦略について

(レビュー)rrhebehavioral苧trategyOfsocialinteraction

inprimatespecies(review)｣

M.F.JAMAN (社会生態)

rComparisonofactivitybudget,age/Sexclassdifferencesin

seasonal food preference and energy intake of

provisionedJapanesemacaques(Macacabsca(a)ina

naturallyvegetatedenclosureandtwonon･vegetated

enclosures.｣

村井勅裕 /Tadal1iroMURAI(共同利用研究員 ･北海道大

学)

｢寝床の分布分析からみたテングザルのバン ド構造/

Bandstructureofproboscismonkey,analyzedfromthe

distributionofsleeplngSitesJ

霊長類学総合ゼミナールは,霊長類研究所ティーチ

ング･アシスタント (TA)を中心とした大学院生が企

画,運営する研究会である.各分野でおこなわれるセミ

ナーとは違い,所内全分野の教官 ･研究員 ･院生が一堂

に集い,分野を越えた学術的交流を深めることを目的と

する.今年度は,博士後期課程 2,3年の院生が口頭発

表にて,博士後期課程 1年と修士課程 1年の院生がポス

ター発表にて各人の研究を発表した.口頭発表について

は,｢方法論｣というテーマを設けた.また,今年度の

新たな試みとして,各口頭発表に対してヲメンテ一夕を

設けた.これにより,研究内容に対する討論が活性化し,

異なる専門分野-の知見を高める意義深い機会となっ

た.

(TA:郷もえ,鈴木究理子,山本其也,

文ff:半田高史)
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